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研究成果の概要（和文）：　考古学・考古科学・民族考古学的諸手法を多角的に用いた土器製作者個人の高確度同定法
の構築・進展に取り組んだ。その結果、多種の土器表面痕跡間で同一工具の使用の証明に成功し、製作者の身体技法に
関する情報の抽出にも成功するなど、大きな成果が得られた。また、北タイの伝統的土器製作村での継続的調査で、製
作具のすり減りの定量化や、製作者の動作解析に成功し、製作者間の個人内安定性・個人間変異、無意識の模倣・影響
関係に関する新知見を得た。

研究成果の概要（英文）：We previously developed the basis of a high-accuracy identification method of indi
vidual pottery makers by multidirectional approaches with archaeology, archaeological science, and ethnoar
chaeology. In this study we refined and validated the method for various surface traces of pottery, and ha
d tremendous accomplishment of proof of use of identical tools by the same pottery makers and identificati
on of their physical technique characteristics. Furthermore, we succeeded in quantification of wear levels
 of the pottery tools and motion analyses of the pottery maker in longitudinal investigation of traditiona
l pottery making in northern Thailand pottery villages. These results provide us new insights of intraindi
vidual and interindividual variations, and subconscious imitation-influence relation between pottery maker
s.

研究分野：

科研費の分科・細目：
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
考古遺物の製作者の個人同定に関して、客

観的に認定するための確固たる基準・方法の
開発は遅れていた。同一製作者の作品を見極
めようとする試みは、国内では埴輪・須恵器
等の研究の一部に限定され専門工人析出以
前はほとんど手つかずであり、海外でも発展
しなかった。発展性ある研究領域であるにも
かかわらず、国内外で未発達だったのである。 
方法・基準を明確にし、研究法を完成させ

ることは考古学に多大な貢献をもたらすと
確信し、科研費・萌芽研究で方法の基礎的開
発に取り組んだ。そして、同一工具の評定確
度を格段に高めるための表面痕跡の「高解像
度断面スキャン法」や「三次元マッチング法」
等を開発した。また、製作実験や科学分析、
民族考古学的調査等も実施し、先史～古代土
器一般に広く使用できる方法を確立・改善で
きるという見通しをつけた。 
 
２．研究の目的 
科研費・萌芽研究を発展させ、Ⅰ)開発した

方法を多くの資料で実施して個人同定の方
法として確立させるとともに、Ⅱ)将来的な普
及を目指してさらなる方法の開発・改善に取
り組み、Ⅲ)実資料に応用して生産体制・流通、
その他の考古学的に高次な問題の解明を実
践することによって、考古学研究に個人を基
礎とする実証的研究を広く興させ、新地平を
開拓する道筋をつけることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
器表の微細痕跡を 3D レーザースキャナで

取得し三次元マッチングを行うとともに、肉
眼観察・高精度レプリカ法・マイクロスコー
プ観察等も行い、同一工具痕の高確度同定法
を確立していく。また、工具痕の動きなど解
析から製作者の身体技法・クセを把握し、蛍
光 X線分析による胎土の類似度も加味するこ
とで個人同定を行う。そのほか、製作実験に
よるテストや民族調査を実施し、製作者同定
の確度を上げるべく多角的に検討する。 
 

４．研究成果 
 これまでに開発した「高解像度断面スキャ
ン法」「三次元マッチング法」が土器表面痕
跡の一致の確認に極めて有効であることを
確認し、適用例を増した。これにより表面痕
跡の多くをカバーできることになった。また、
蛍光エポキシ樹脂真空含浸法の適用で、接合
痕の可視化に初めて成功し、個人のクセの把
握に応用できるだけでなく、技法研究など考
古学一般に資す成果が上がった（日本文化財
科学会ポスター賞受賞）。蛍光 X 線分析によ
る胎土の微差検出が同一製作者や同時性の
判断に役立つことも十分把握できた。多方面
の技術の開発・応用・意義付けの点で実資料
への適用を含め進展でき、多角的方法による
個人同定法の構築は一定の成功をみた。 
 北タイの土器製作村の調査で製作者の身

体技法、道具の属人性・共有、道具・土器に
対するアイデンティティ等に関する研究を
展開させた。また、製作者間での模倣のメカ
ニズム等の解明に寄与しうる成果を上げた
（研究協力者 平川ひろみ）。モーションキャ
プチャによる製作時の動作解析も継続実施
し、個人内安定性・個人間変異について新知
見を得た（研究分担者 川宿田好見）。また、
口縁部作出技術の解明や土器要素の重要度
の客観的評価に役立つ方法も提示できた（研
究協力者 太郎良真妃）。同村で同一製作者の
サイズの変異や、製作者間での無意識の模
倣・影響関係に関するデータを得たほか、製
作具のすり減りの定量化に成功した。 
 以上、高確度同定法の方法論や技術の実用
可能な基盤部分を構築し、個人の実証的把握
に基づき過去を復元する新視点も提唱した。
さらに、個人同定法だけでなく、物質文化と
ヒトの行動の相互作用や技術習得・情報伝達
のメカニズムなど広く人間理解に役立つヒ
ントを得るなど、意外性ある高次の領域や関
連諸科学に貢献可能となる成果を得た。成果
発表に努め、関心をもつ研究者が増加した。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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21. 平川ひろみ、土器製作者の所有意識―土
器製作具に関する民族考古学的・理論的
検討から―、日本考古学協会第 79 回総会、
2013 年 5 月 26 日、駒澤大学（東京） 

22. 中園聡、「交替劇」後のホモ・サピエンスと
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大学東京オフィス（東京） 

25. 三辻利一、中園聡、理化学的胎土分析に
おける分析データの量と質、日本情報考
古学会第 30 回大会、2012 年 9 月 29 日、
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年 5 月 27 日、立正大学（東京） 
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年 6 月 26・27 日、関西大学（大阪府） 
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日、国士舘大学（東京） 

54. 中園聡、池平壮峻、土器製作者個人の高確度
同定法の開発、日本情報考古学会第 27 回大
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56. 中園聡、黒木梨絵、川宿田好見、平川ひ
ろみ、ほか 4 名、タイ北部土器作り村に
おける土器および素材の蛍光 X 線分析、
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